
周辺環境との連続性について［外観の意匠］

滝観洞を取り囲む緑豊かな風景の中に
そっと身をあずけられるような
穏やかで大らかな空間をつくります

小さな子どもからお年寄りまで
思い思いに時を過ごせるみんなの居場所をつくります

地場産の木材を積極的に使用することで、
町民の愛着を育み、町外へ発信できる
住田町の新たなシンボルとなることを目指します

おらいの滝観洞
ひとが集い、やすらぎを感じる受付施設

平面イメージ (1:200)
１階 

２階 

諸室の配置について
周辺施設と連続的に利用できる半屋外空間

［２階］滝流し蕎麦体験スペースは、水車小屋との
位置関係を考慮し、出来るだけ既存施設と同じ位
置に設えます。体験スペースから屋外階段を伝っ
て観光センターと相互に行き来できる計画とし、
関係者動線を確保するとともに、蕎麦体験～退店
までがスムーズな動線計画となるよう配慮します。

［１階］「エントランス広場」は、ベンチと自販機
を設け、雨天のイベント時の雨やどりや、一息つ
ける憩いの場として設えます。敷地南側の外部空
間と地続きに連続することで、風が通り抜け、自
然光を享受できる快適な環境を創出します。
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明快な動線計画により誰もが利用しやすい平面計画

物販スペース

滝流し蕎麦体験スペース (12 席 )
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来訪者を迎え入れる大きな屋根と
緑豊かな周辺環境が連続する住田町らしい外観計画
・屋根は、道路側を妻面とした勾配屋根とし、伝統的な妻入屋根の
町屋の風景を彷彿とさせ、美しい山並みと調和する佇まいをつくり
ます。また、住田町中心地の公共施設に見られる大庇を建物を長寿命
化させる施設整備の共通言語と捉え、本計画でも可能な限り庇を設け、
町の風景を有機的につなぎ、広域的な視点を持った建築を目指します。
・「だんだんテラス」は南側の緑豊かな山を背景に、建築および人々
の活動が風景と連続し、住田町らしい自然と共存した憩いの場とな
るよう計画します。
・外壁には地元の杉を用いた焼杉板張り等の採用を検討します。
メンテナンス性がよく、風景に馴染む色合いであるとともに、製作
過程において地元の方々に参加いただける素材を選択することで、
建物への愛着が沸き、長く愛される建築となることを目指します。

焼杉三角焼き
ワークショップのイメージ

敷地を取り囲む山々と豊潤な緑 住田町役場と大船渡消防署住田分署

既存の環境を阻害しないよう風通しが良く、周辺環境と一体的な景観を形成します

建築を介して南北の風景がつながります

エントランス広場滝流し蕎麦体験スペース

開放的な食堂

駅への眺望を確保した展望ラウンジ

室内のにぎわいを外からも感じられます 緑に囲まれただんだんテラスを進み、食堂へ向かいます
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食券機・受付 /返却ブース
※調理室と食堂を行き来できる計画とします
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擁壁に隣接した外壁は耐候性の高い素材
を採用し、メンテナンス性に配慮します

吹抜けを設け重力換気を促すことで、
自然通風を確保します

デッキ材等で仕上げ、通風経路を確保し、
擁壁際の湿気対策を図ります

擁壁にかかる土圧の影響を考慮し、
建物を擁壁上の地盤面に支持しないように計画します

事務スペースと倉庫を隣接させ、
利便性に配慮します 地場産のスギ材を用いた木の温かみを

感じられる空間とします

自販機や食堂で購入したものを
飲食できる屋外スペースとして整備します

南北の外部空間が連続し、風が通り抜けます
擁壁廻りの湿気滞留対策にも有効です

雨天のイベント時に雨宿りできる
半屋外スペース

視認性に配慮し物販スペースは
開口部を広めに計画します

高齢者や乳児連れの来訪者がくつろげ、
蕎麦体験の順番待ちにも利用できる眺めの良いラウンジ
道路から順番待ちの様子を視認できます

入退館の管理がしやすい
位置に計画します

1,2 階の受付近くに計画し、
バリアフリーに配慮します

調理室の受付は来訪者や利用者を視認できる
位置に計画し、管理のしやすさに配慮します 滝観洞の緑豊かな環境に身を置くような開放的な空間

駅からの来訪者や鍾乳洞探索帰り
の人々が視認しやすい位置に
食堂へつづく階段を計画します

滝流し蕎麦用パイプ

上部庇

周辺環境との連続性について［半屋外空間］

地元の木材でつくる合理的な構造計画
・工事費を考慮し、在来軸組工法で計画します。
壁面は構造用合板による耐力壁、開放的なガラス
面には斜材を配置し、コストバランスに優れた合
理的な構造計画とします。
・町内で生産できる材料を使用し、地域産業の活
性化や CO2 を削減し、地域の森の整備に繋げます。
120mm を超える梁せいは生産の調整が必要である
ため、メインフレーム以外の梁は可能な限り４寸
角の材を床、屋根の小梁として使用します。
・梁のスギ集成材は生産ラインの調整が難しい状
況であればカラマツ集成材に変更することも可能
です。
・擁壁のそばに立つ建築物であるため、基礎の立
上りを高く設定し、脚元廻りの湿気対策を行うこ
とで、建物の長寿命化を図ります。

地域産業の振興について

にぎわいが見え、親しみの持てる「開かれた建築」
上有住駅方面に向かって下がっていく階段状のボリュームとするこ
とで、奥にある食堂や滝流し蕎麦体験スペースまで見通すことがで
きます。死角が少ないため、安全・安心な運営が行いやすく、利用
者の顔が見える施設となります。また、道路から見た際の圧迫感を
軽減し、来訪者にとって親しみやすいスケールの建物となります。

・視線が通り、開かれた印象
・ヒューマンスケールで親しみやすい

・２階において周囲との関係が希薄
・圧迫感があり、閉鎖的な印象

上有住駅方面▶

順番待ち～退店まで一方通行となり、
明快で管理のしやすい動線計画

自然と対話できる憩いの空間

林地残材を活用できる
暖房設備の導入を検討します

観光センターへ関係者が行き来できる
動線を確保します

既存の屋外階段を活かした
利用者のスムーズな動線を計画します

半屋外の心地よい空間で
滝流し蕎麦体験を楽しめます

蕎麦用パイプは現在の勾配を継承します

［凡例］

：来客者動線

：管理者動線

内部床面積：158.33 ㎡
事務スペース ：20.52 ㎡

（受付カウンター・ヘルメット置き場含む）
物販スペース ：25.07 ㎡
女子トイレ ：10.89 ㎡
男子トイレ ：8.55 ㎡

外部床面積：50.80 ㎡
滝流し蕎麦体験スペース：27.54 ㎡
テラス ( 階段含む ) ：23.26 ㎡

多目的トイレ ：5.73 ㎡
食堂  ：46.39 ㎡
調理室  ：21.77 ㎡
エレベーター昇降路：10.34 ㎡
倉庫  ：9.07 ㎡

技術提案説明書 登録番号：４１


